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野溝の「シルク・ロード」が発表された 1957年は、中央アジアの遺跡発掘で知ら
れるドイツの考古学者ル・コックのコレクションが発見された年である19。戦争によ

る焼失が疑われていたル・コック・コレクションは、パリのギメ東洋美術によるガン

ダーラ美術展で展示された20。 
 ル・コック・コレクションの例からも分かるように、戦争からの復興によってシル

クロード美術の再評価が進んだ時代が、1950年代後半なのである。日本においては、
敦煌美術の再評価が進む。1955年に設立された日本中国文化交流会によってソフト面
での交流が再開したことが、敦煌美術再評価の原動力となった21。 
 野溝のシルクロード論文を駐日パキスタン大使が評価したこともまた、戦後の国際

的な潮流を示唆するだろう。論文はギリシアとの類縁性に着眼したものだが、「シルク

ロード」という語を使用した点に好感を持ったのであろう。ガンダーラ美術と不可分

の関係にある「シルクロード」はパキスタンのソフトパワーを誇示するものであっ

た。事実、パキスタン教育相が日本におけるガンダーラ美術展の開催を要望したとい

う報道もある22。 
 シルクロード美術の再評価は、戦後からの復興や第三世界の誕生に伴い引き起こさ

れた世界的なムーブメントであった。つまり、論文「シルク・ロード」は戦後によっ

て再編される世界秩序をも映し出すのである。 
 
5.おわりに 
 本発表では、野溝七生子の論文「シルク・ロード」を中心に、戦前のユーラシア幻想、

戦時期の興亜論がシルクロード幻想として書き換えられる過程について論じてきた。従

来の野溝研究では、論文「シルク・ロード」は看過されてきたが、シルクロード像の転

換点を示している点で画期的であった。 
 野溝はデビュー作『山梔』以来、ギリシアへの憧憬を描き、戦後は論文「シルク・ロ

ード」（1957）において、ギリシアと日本の文化的淵源が同一であることを示そうと試
みた。野溝の論は一見すると、単なるギリシア趣味のように見えるが、実は帝国主義や

国粋主義と結びついたユーラシア論を反復している。一方で、日本文化の優位性が示さ

れていない点で、戦前のユーラシア論と大別される。ここで示される西方文化との文化

的同一性は、戦争から復興と第三世界の誕生による世界的なシルクロード美術の復興運

動にも繋がる。つまり、論文「シルクロード」(1957)は戦前のシルクロード像をいくつ
かの面で継承しつつ、大戦後に再編された世界の趨勢をも反映していたのである。 

                                                   
19 秋山光和「ル・コック・コレクションの復活」（ル・コック、1960『中央アジア発掘記』木下龍也 訳 

昭森社）pp.251-252 
20 同上 
21 榎本泰子(2021)『「敦煌」と日本人 シルクロードにたどる戦後の日中関係』中公選書 pp.37-40 
22 1960年 1月 18日読売新聞朝刊 2面「来年は日本でガンダーラ仏跡展 パキスタン教育相語る」翌

年、日本でパキスタン古代文化展が開催された。 
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二つのアナーキズム 

―ベンヤミンの政治理念に関しての比較検証― 
 

ドイツ文学 博士前期課程２年 
松尾 匠 

 
11．．ははじじめめにに  

  

・ベンヤミンとアナーキズム 

アナーキズムとは、日本語で無政府主義などと訳される概念である。近代国家が誕生し、そ

れによる様々な抑圧や暴力に対抗しようとした者たちがアナーキストと呼ばれるが、ベンヤミ

ンもその例外ではなかった。彼は神学、マルクス主義などを経て独自のアナーキストとして理

論を提示した。そしてその出発点となるのが後に説明する「暴力批判論」である。またその数

年後に、ベンヤミンはイタリアに旅行した際に「ナポリ」というテクストを書いている。この

テクストは単に旅行について書かれた一般的な紀行文ではなく、国家とそこに住む個人の暴力

性についての示唆を与えるような要素をはらんでいる。本発表では、国家による法暴力とそれ

に対抗する個人というテーマで理論的に書かれた前者と、ベンヤミンが実際に訪れたとあるヨ

ーロッパの場所においての国家と個人について書かれた後者を比較して、ベンヤミンにおける

アナーキズムとは何なのかを考える。なお、「暴力批判論」は岩波文庫出版（野村修訳）のもの

を、「ナポリ」は Suhrkamp社の全集（Benjamin, Walter Walter Benjamin Gesammelte 

Schriften Band Ⅳ・1  hrsg. von Rolf Tiedemann und Hermann Schweppenhäuser Frankfurt 

am Main 1981）とちくま学芸文庫出版（浅井健二郎訳）のものを参照した。 

 

・両者のテクストの背景 
 「暴力批判論」に関しての特徴的なことは、国家による暴力を批判したことになる。では、

そのようなテクストが執筆される背景には何が起きていたのだろうか。1921年、第一次世界大
戦が終わりドイツは極端な混乱に陥る。このことは、ドイツ国内のブルジョワ社会の終焉をも

意味していた。そしてベンヤミン自身が属していたブルジョワ的な生活からの退却を余儀なく

される。「暴力批判論」は国家による法暴力を批判するが、他方で法そのものを根絶するような

アナーキズムには向かない。ベンヤミンは、その後ヨーロッパにおける国家による法権力の暴

走＝第二次世界大戦の到来を予期したかのように、アナーキストの立場からそのような権力の

乱用を批判したのである。 
他方で「ナポリ」は、1924年に当時の恋人のアーシャ・ラツィスと出会い、その翌年に発表

されたテクストである。以降、「旅行のテクスト」と呼ばれる、都市の名前がタイトルになる一

連のテクストの始まりとなった。しかし一方で、「ナポリ」は国内の政治のシステムの腐敗やそ
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